
272 INTERNET magazine 2001/10

たなか・さかい：共同通信社の記者を経て1997年にマイクロ
ソフトに転職。「MSNジャーナル」を日本初の本格的コラムサ
イトに育てる。現在、毎週配信している国際ニュース解説のメ
ール読者が16万人を超える。 www.tanakanews.com田中 宇c o l u m n s
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本当にアメリカ・EU間の外交摩擦のタネなのか？

エシュロン問題の裏を読む

電子メールのやりとりなど、世界中のあらゆる通信を

傍受できるというアメリカの諜報システム「エシュロン」を

めぐり、EU（欧州連合）とアメリカとの外交摩擦が続い

ている。EUはアメリカに対してエシュロンの利用はプラ

イバシーの侵害などにあたるのでやめるよう求めたが、

拒絶されたため、どのような対抗策をとりうるかを検討

している。

ところが、実際にエシュロンがアメリカの諜報活動に

どれだけ役立っているかという点になると、存在自体が

秘密であるため、どうもはっきりしない。そんななか、少

なくともこうした使い道はあるのだということを感じさせ

るできごとが最近あった。7月下旬、アメリカ国務省が

「オサマ・ビン・ラディンの一派が企てたテロ計画に関す

る情報をエシュロンがキャッチした」として、中東でのテ

ロに警戒するよう呼びかけたのである。

オサマ・ビン・ラディンは、アメリカの新聞に「世界一の

お尋ね者」と書かれる「イスラム原理主義運動」の指導

者で、かつてはアメリカに協力してアフガニスタンでソ

連軍と戦っていたが、冷戦終結後は反米姿勢に転じ、

中東からアメリカ軍を追い出すことを目的に、米軍施設

などを爆破するテロ活動を指揮しているとされる。

彼らはケニヤのアメリカ大使館爆破や、イエメンでの

米軍艦爆破などを挙行したとされるのだが、彼らを犯

人とするには明確な証拠がなく、ただ米当局が「彼らが

やった」と主張しているだけの状態に近い。アメリカは

ビン・ラディンの活動を封じ込めるためと称して、中東

諸国の政治に介入できる状態を作っている。

そんなビン・ラディンの一派が発信した暗号化され

た信号（電子メールかファックスかは明らかではない）を

エシュロンがキャッチし、そこには次回のテロ計画の詳

細が載っていたのだという。これが本当なら、エシュロ

ンの功績は大きかったということになるが、話はそう単

純ではない。

ビン・ラディン一派は、アメリカによる信号傍受を避

けるため、電子メールどころか携帯電話もファクスも使

わず、人づてにメモを渡したりして連絡を取り合ってい

ると以前から報じられている。また、もし本当に米当局

が詳細なテロ計画を傍受したのなら、すぐに発表せず、

テロリストたちが行動を起こしそうなときに一網打尽に

すればよいのに、わざわざ情報を傍受した段階で発表

してしまうのもおかしい。どうもアメリカの諜報機関が作

り上げた「エシュロン」と「ビン・ラディン」という2つの

キーワードをつなぐことで、新たな効果を上げようとして

いると感じられる。

エシュロンによる傍受成功が発表される少し前には、

イタリアのジェノバで開かれたサミット会場近くで爆弾テ

ロがあり、これもビン・ラディン一派の関与が指摘され

た。この事件などは、アメリカからヨーロッパに対する「こ

んなに危ないビン・ラディンを捕まえたかったらエシュ

ロンを使ったほうがよいと思わないか」というメッセー

ジになった可能性がある。

一方、EUでは最近「エシュロンだけでは非常に限ら

れた部分の信号傍受しかできない」とする報告書をま

とめた。つまりEUのほうも、エシュロンがそれほど脅

威ではないとわかっていながら、アメリカだけが世界支

配の力を持つことに抵抗するため、外交の道具として

使っている面があるということだ。エシュロンにせよビ

ン・ラディンにせよ、CIAなどの諜報機関がかかわるテ

ーマのできごとは、事件の表側だけでなく、裏から見て

どんな意味があるのかを読み解こうとする姿勢が必要

だと思われる。
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